
H.研 究

1.主 な研 究 内容 の紹介

1)湯 浅 農場

(1)マ ン ゴー に 関す る研 究

i)マ ン ゴー 台木 品種 が 生育 お よび果 実 にお よぼす影 響 担 当 志水恒 介

マ ン ゴー の効率 的 な苗木 生産 技術 の確 立 の ため に,様 々な 品種 の実 生台 木 に接 ぎ木 を行い,台 木 が樹

体 生育 と果 実収 量 に及 ぼす 影響 を調 査 す る.

2008年 に,`ア ー ウィン',`ト ミー ア トキ ンス',`金 煙',`愛 紅',`エ ドワー ド',`フ ロ

リジェン',`ス ピリ ッ ト オ ブ76',`グ レン'お よび`リ ペ ンス'の 実生台 木 に`ア ー ウィン'

を接 ぎ木 し,2011年 以 降,収 重 と果 実 品質 を調 査 した.

台木 に よる有意 差 は見 られ な かっ たが,`ト ミー ア トキ ンス'お よび`エ ドワー ド'は 収 穫果 実数 が

比較 的 多か った。 今後 、経 時 的 な調 査 を行 う.

i)新 品種 の育成 担 当 文室 政彦

2009年8～9.月 に播種 した`ア ー ウィ ン'と`愛 紅'実 生 それ ぞれ100個 体 を2010年4月 に鉢 上 げ し,

ビニルハ ウス 内で栽培 して い る.`愛 紅'は 果 肉に繊維 が少 な く,食 味が優 れ,大 玉果 が生産 で き るが,

果 肉が軟 化 しやす く,日 持 ち性 が劣 り,軟 化 した果実 や収 穫 終期 の果 実 はマ ン ゴー 臭 が強 くな る.育 成

目標 として は,こ の よ うな欠 点 をな く し,`ア ー ウィン'と`愛 紅'と の 中間的 な果 実特性 を有 し,常

温 流通 が可能 な優 良系統 を選 抜す る.

また,同 時期 に播種 したエ ドワー ド,`ス ピ リ ッ ト オブ76'等 の実 生 か ら,糖 度 と香 り,食 味,

日持 ち性 が良 い優 良 系統 を選 抜す る.

(2)ピ タヤに関す る研究 担当 文室政彦

i)音 響振動法による収穫適期 の判定

ピタヤの収穫適期の判定は,一 般的には果皮色や開花後の 日数等で行われているが,音 響振動法の利

用の可能性を検討 した.

着果後,成 熟期にかけて第2共 鳴周波数,弾 性指標お よび果 肉硬度が漸減 した.第2共 鳴周波数は果

実が大きいほ ど有意に減少 したが,弾 性指標は73～74×105と ほぼ一一定の値 であった.弾 性指標 と果 肉

硬度 との問に,高 い相関関係 がみ られた.収 穫適期の弾性指標 は,7月 受粉果では61.7×105,9月 受粉

果では72.6×105で あると考え られた.

i)新 品 種 の 育 成

ニ カ ラ グ ア 原 産 の3品 種(Rosa,Cebra,Orejona) ,〃 ノooθrθ〃3guatemalensisの1系 統 お よ び

静 ノooθrθo〃3undatusの1系 統,合 計5品 種 ・系 統 を ポ ッ ト栽 培 し,こ れ らの 中 か ら赤 皮 赤 肉 の 優 良 系

統 を 選 抜 す る.
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2)生 石農場

(1)主 な研究内容の紹介

不凍 タンパ ク質 の添加 濃度 が ブ タ精 子 の低 温保 存後 の運 動性 に及 ぼす 影響 につ いて

担 当 岸 昌生

昨年 に引 き続 き,ブ タ精 子 の低 温保 存 にお け る不凍 タンパ ク質(AntifreezeProtein:AFP)の 効果 に

っ いて調 べ た・ とくに本 年度 は,精 液 へ のAFP添 加 濃度 が保 存 後 の精子 の運 動性 に及 ぼ す影響 につい て調

べ た .

(i)材 料 と方 法

ブ タ精 液(Duroc種,富 十農場)を マ イ ク ロチ ューブ(2mL)に 分 注後 ,精 液 希釈 液(マ ルベ リーIII;

富士農 場)で 調製 したAFP(0.1,1お よび10mg/mL)を 添加 し,室 温(20-25℃)か ら冷蔵 庫(4℃)へ 直接 投

入後,同 温度 で3日 間保 存 した.対 照 区 と してAFPを 含 まな い希 釈 液(Omg/mL)を 添加 した精 液 を 同様 に

冷蔵保 存 した.保 存 した精液 を38℃ 温湯 で加 温 し,1か ら5時 間後 の精 子 の運 動性 を精 子運動 解析 装置

(IVOS,Hamilton社)で 調 べ た.ま た,15℃ で保 存 したAFP非 添加精液 につ いて も同様 に運動性 を調べ た.

(n)結 果 お よび考 察

4℃ でブ タ精液 を保 存 した場 ・合,AFPの 添加 濃 度1mg/mlで,0,0.1お よび10mg/mlに 比 べ て加 温後 の精 子

運 動性 は 高か った.ま た,AFP添 加 濃度10mg/m1で は,精 子 運動 性 が最 も低 下 した(下 図参照).当 該濃

度 で精 液 を4℃ 保 存 しな い場合 で も精子 の運動性 が低 下す るこ とが示 され てい るこ とか ら(デ ー タ非表 示

),高 濃 度 のAFPは 精 子運 動性 に悪 影響 を及 ぼす と考 え られ る.

以上 の こ とか ら,AFPの 添加濃 度 の違 い に よって冷 蔵(4℃)保 存 後 の精子 の運 動性 は異 な り,1mg/ml

のAFP添 加 が精子 の保 存 に有効 で あ る こ とが分 か った.し か しなが ら,こ れ らの結果 は,15℃ で保存 し

た精液 に比べ て低 か った.15℃ の温 度域 で精 液 を保存 す るた めに は高価 な専 用保 管器 が必 要 であ るた め

,一 般 の冷蔵庫(4℃)が 利 用 で き る精 液保 存 法 の開発 は有 用 で あ る.今 後 も,さ らにAFPを 利用 した精

液保 存法 につ い て検 討 してい きた い.
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を示す精子の割合(%)を 示 した.
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2.研 究 業 績

1)学 会 発 表

(1)岩 本 太 作 ・山 縣 一一夫 ・岸 昌 生 ・木 村 宏 ・林 陽 子 ・若 山 照 彦 ・佐 伯 和 弘.ウ シ体 細 胞 ク ロー ン 技

術 に お け る新 規 除 核 方 法 の 検 討.第115回 大 会 日本 畜 産 学 会 大 会.

(2)KSaeki,STaniguchi,DIwamoto,MKishiandJSho.2012.Productionofembryoscloned

frombeefpurchasedatthemarket.17thInternationalCongressonAnimalReproduction・

(3)文 室 政 彦 ・櫻 井 直 樹.2012.弾 性 指 標 に よ るマ ン ゴ ー`ア ー ウ ィ ン'果 実 の 日持 ち性 の 評 価.園 芸

学 研 究.11(別1):234.

(4)文 室 政 彦 ・櫻 井 直 樹 ・宇 都 宮 直 樹.2012.音 響 振 動 法 に よ る ピ タ ヤ の 収 穫 適 期 判 定.園 芸 学 研 究.

11(男IJ2):297.

(5)北 島 宣 ・李 礒 ・羽 生 剛 ・野 中 勝 利 ・小 西 剛 ・友 廣 教 道 ・文 室 政 彦 ・中 崎 鉄 也.2012.数

種 カ ン キ ツ の 生 理 落 果 期 に お け る採 取 果 実 の 離 脱 特 性.園 芸 学 研 究.11(別1)254.

2)そ の他

(1)加 藤博己 ・入谷 明 ・宮下 実 ・安齋政幸 ・岸上哲士 ・岸 昌生 ・竹原俊幸.マ ンモスおよび希少動

物の再生 に向けて 異種間核移植法 とiPS細 胞 を介 した配偶子作製法の確立.平 成23年 度近畿大学

学内研究助成金研究報告書.1-2.

(2)宇 都宮直樹 ・文室政彦 ・志水恒介 ・松 田秀秋 ・仁藤伸 昌 ・松川哲也 ・堀端 章.湯 浅農場のカ ンキ

ツ類 を実験生物 とす る薬学的及び有機化学的研究.平 成23年 度近畿大学学内研究助成金研究報告書

.1-2.
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